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1.テラコヤカフェとは

•実際にカフェを運営したいと考えております。以下2点をコンセプトとして考えています。

① 高校生・大学生が商品企画から店舗運営までを行い、生徒さんが主体的に学びを得られる場を作る

② 生徒さんが安心して勉強出来る場所を安定的に提供したい
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テラコヤカフェで行いたいこと

カフェとして営業 勉強場所としても無償開放

NPO法人テラコヤ テラコヤカフェ

経営

高校生

大学生スタッフ

商品企画・
店舗運営

座学だけでなく実際のマーケティングや商品開発、
オペレーションを学べる場を作る

NPO法人テラコヤ テラコヤカフェ

経営

いつでも安心して勉強出来る場所を提供

NPO法人テラコヤ

大学生スタッフ

無償開放・
受験指導

高校生
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2.検討の背景

•テラコヤカフェ検討の背景は以下の2点です。

① ワークショップや高校生コンテストなど、アイデアを考える場はあるものの、実際に実現・改善する場が無い

② 本来、受験生は毎日試験勉強をする必要がある一方で、現在は週1回しか学習支援活動(次頁参照)が出来てい

ない
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テラコヤカフェ検討のきっかけ

アイデアの検討までが学びの限界 安定的な勉強場所に対する要望

ワークショップを通じ、
試作品の作成・改善など、実現の部分もやりたい

との声を頂いています

複数曜日で勉強したい、というたくさん声を
頂いています

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日

木曜日 金曜日 土曜日

ワークショップ

高校生コンテスト

商品・サービス検討

実現・改善
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(参考)NPO法人テラコヤが行っている普段の活動
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• 「お金は無いけれど、夢を叶える為に大学受験を頑張りたい！」、そんな高校生を応援するべく、定休日のカフェや企業

のオフィスをお借りし、無償の大学受験指導を行っています。

• 昨今、教育費の高騰から、家庭の所得が生徒さんの将来に与える影響が大きくなってきています。特に、高校生向けの

支援はほぼ無いのが現状です。そのような教育格差を解決すべく、本活動を実施しています。

普段の活動概要

✓定休日のカフェや空きテナント等、地域の力をお借りし、教職経
験者を中心としたスタッフが高校生の大学受験を無償でサポー
トしています

無償の大学受験サポート

カフェ塾テラコヤ

高校生 サポートスタッフ

地域・企業

カフェ・商店街など

場所提供

教職員経験者を中心とした
スタッフ陣

大学

大学生学生部

ボランティア
協力

左記活動の背景

✓難関大学への入学は、中学受験⇒中高一貫校、のルートが
主流ですが、学費だけでも750万円以上かかります

✓勉強を無償で教える団体もありますが、ほぼ全て小中学生がメ
イン。大学受験指導はハードルが高い
(豊島区には30以上の団体がありますが、高校生専門は弊
団体のみ)

中学受験 中高一貫校 難関大学

約500万円
(中高一貫校)

約250万円
(小学4-6年生塾代)
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3.本格オープンに向けた実現性検証

•広く出資者を募り、出資頂いた皆様にテラコヤカフェのオーナーになっていただくというコンセプトを考えています。

•まずは本コンセプトの実現性を確認する為、フェーズ1として1日単位でカフェをお借りし、月4回程度の営業を行います。

•実現性を確認出来次第、テナントをお借りして本格的な営業を開始します。

6

テラコヤカフェ オープンまでの流れ

フェーズ1
(実現性検証)

フェーズ2
(本格営業)

✓1日単位で設備が揃っている貸店舗を借りて営業
(月4回の営業を3か月間実施)

✓出来る限り最小限のリスクで実現性を検証

✓テナントをお借りし、本格的に営業
✓中古の設備をお譲り頂くなど、出来る限り初期投資を
抑えた形で開始

テラコヤカフェ

1日
レンタル

チーム1

大学生1人+高校生3人

チーム2

大学生1人+高校生3人

チーム3 チーム4

オープンまでの頑張り
をSNSで宣伝

・・・

・・・ ・・・

テナント
レンタル

詳細検討中


